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2013 年 8 月の化学兵器による攻撃を政権側によるものと断定している。8 月の末までに、アメ
リカがシリアに対して軍事介入を行うのではないかという観測がにわかに高まったのは、8 月
21 日にサリンなどによる攻撃で 1400 人近く（反政府側発表）が犠牲になったからである。し
かし、月末までにイギリス議会で攻撃支持が得られなかったため、アメリカの強硬姿勢は急速
に萎んでいった。 
一方トルコは、シリアへの攻撃に意欲を示していた。シリアとは 1000 キロにもおよぶ国境
線で接しているトルコは、紛争の当初から難民の流入が続いており、ロイターは今年 10 月の
時点で 60 万人に達したと報じている。事態打開には圧倒的に優位なアサド政権側の軍事力を
削いでしまう以外に方法がないというのが攻撃支持派の見解であった。もう一点、アサド政権
がアラウィ派に権力基盤を置いていることも、トルコ政府が攻撃支持に傾いていた副次的な理
由である。スンナ派イスラーム主義のエルドアン政権は、シリアのアサド政権に対して宗教的
な意味でのシンパシーを抱いていない。同じムスリムだとも考えていない。アラウィの定義に
ついてここで書く余裕はないが、「シーア派の一つの宗派」という見方は、トルコ国内では支配
的でないし、そういう実感もない。その一方で、トルコ国内のアレヴィ派とシリアのアラウィ
派との異同はきわめてセンシティブな問題である。アレヴィ派とは何かという議論が、トルコ
ではいっこうに煮詰まらないまま、トルコ国内のアレヴィを宗教文化の単位として公認する（政
府の監督と保護の下に入る）か、否かをめぐって駆け引きが続いているからである。トルコは
NATO 加盟国としてアメリカがシリアに介入するなら協調する姿勢をみせたが、単独で行動で
きる状況ではない。9 月以降も、トルコ政府首脳は、シリアの現体制が維持される限りは問題
の解決にならないと主張しているから、アサド政権の打倒に手を貸す勢力の一つではある。シ
リア問題については、サウジアラビアやカタールもトルコと歩調を合わせている。イランは、
トルコによるアサド政権非難を一蹴し、内戦をテロリストとの戦いだと主張する。10 年前にア
メリカが世界にむけて喧伝した「テロとの戦争」はいまやイスラーム圏内部の抗争で、支配者
側の正当性を主張する際に使われている。 
シリア問題でのトルコの孤立は、アメリカによる攻撃が取り沙汰された際に深まった。イラ
ク戦争での大義名分のなさが、イギリス議会での攻撃不支持につながったことはよく知られて
いる。イギリスだけでなく、世界各地で、アメリカが再び中東に介入することへの批判の声が
上った。トルコはブッシュ政権の参戦要請を議会が拒絶し、イラク戦争には終始一貫して距離
を置いていた。そのトルコが、イラク以上に帰結が読めないシリアに介入するのは危険すぎる。 
エルドアン首相はアサド政権が化学兵器で子どもたちを虐殺したことを非難した。だが、彼の
イスラーム的道徳にもとづいた軍事介入論は、必ずしも国民の支持をえられなかったし、国際
社会からも支持されなかった。これは、2008 年末～09 年初のイスラエルのガザ攻撃に関する
エルドアンの有名なパフォーマンスとは大きな違いである。09 年のダヴォス会議で、イスラエ
ルのペレス大統領を人殺し呼ばわりして勇名を馳せたエルドアン首相は失望したに違いない。 
（内藤正典、同志社大学） 
  
